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平成 29 年３月期第３四半期累計期間における営業外費用（為替差損）の減少 

および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 29 年３月期第３四半期累計期間における営業外費用（為替差損）の減少および平成 29 年３月期通期の連結業

績予想の修正につきまして、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．営業外費用（為替差損）の減少 

平成 29 年３月期第２四半期連結累計期間（平成 28 年４月１日～平成 28 年９月 30 日）において為替差損４億 72

百万円計上しておりましたが、その後の為替相場の変動により、平成 29 年３月期第３四半期連結会計期間（平成 28

年 10 月１日～平成 28 年 12 月 31 日）では３億 43 百万円の為替差益が発生したため、平成 29 年３月期第３四半期連

結累計期間（平成 28 年４月１日～平成 28 年 12 月 31 日）の為替差損は１億 29 百万円に減少いたしました。 

なお、上記の金額は平成 29 年３月期第３四半期末時点での為替相場の影響によるものであり、今後の為替相場の

状況により変動いたします。 

 

２．平成 29 年３月期通期連結業績予想値の修正（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 （Ａ） 
百万円

12,500

百万円

500

百万円

200

百万円 

100 

円 銭

2.04

今回修正予想 （Ｂ） 12,500 600 700 500 10.20

増減額 （Ｂ－Ａ） ─ 100 500 400 ─

増減率 （％） ─ 20.0 250.0 400.0 ─

（ご参考）前期実績 

（平成 28 年３月期） 
14,187 697 746 464 9.49

 

３．修正の理由 

第２四半期までに生じた熊本地震の影響によるデジタルカメラ向けの出荷調整を主な要因とする売上高の減少は第

３四半期においては回復できませんでした。  

 利益面では第３四半期に入ってからの円安の影響で、第２四半期までの為替差損が減少したことに加えて、コストダ

ウンの効果もあり想定を上回って推移しております。  

 世界経済は引き続き先行きが不透明な状況にあると予想され、また日本では為替の動向が大きな変動要因として懸念

されます。このような状況の中で通期の業績予想に関しては上記の通り変更いたします。 

なお、通期業績予想の前提となる第４四半期の為替レートは、１米ドル＝110 円を想定しております。 

 

※上記の業績見通しは、当社が現時点で合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は見通しと異なる可能

性があることをお含み願います。 

 

以上 


